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▲１人当たりのスペースを確保▲パーテーションの設置

災害に備えて
　避難所設置訓練・6/26

　庄原市民会館・庄原自治振興センターで「避難所設置
訓練」が実施されました。
　この訓練は平成 30 年７月豪雨をきっかけに、庄原自治
振興区自主防災本部と市が連携し、昨年度から実施して
います。
　今回は、新型コロナウイルス感染防止対策を踏まえた
訓練が行われました。集会室では、避難者１人当たりの
スペースを 3.6㎡確保し、避難者同士の間隔を１～２ｍ
とった上でパーテーションで区切り、ベッドなどを設置し
たほか、受け付けでは、非接触型体温計の利用や体調の ▲非接触型体温計を利用した受け付け

№１

　

７
月
29
日
、
市
役
所
で
、
本
年
度
の
庄

原
市
優
良
建
設
工
事
施
工
業
者
の
認
定
式

な
ら
び
に
優
良
技
術
者
の
表
彰
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
会
社
の
技
術
力
向
上

を
目
的
と
し
て
、
市
が
発
注
す
る
契
約
額

５
０
０
万
円
以
上
の
建
設
工
事
に
つ
い
て
、

品
質
や
出
来
栄
え
、
安
全
対
策
な
ど
総
合
的

に
評
価
す
る
工
事
成
績
評
定
点
が
82
点
以

上
（
満
点
１
０
０
点
）
の
成
績
を
収
め
た

工
事
の
施
工
業
者
お
よ
び
技
術
者
を
認
定
・

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
元
年
度
に
完
成
し
た
対
象
工
事
46

件
の
う
ち
、
優
れ
た
施
工
技
術
に
よ
り
認
定

基
準
を
満
た
し
た
３
社
を
「
優
良
建
設
工

事
施
工
業
者
」
と
し
て
認
定
し
、
工
事
を

担
当
し
た
技
術
者
を
「
優
良
技
術
者
」
と

し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

建設会社と技術者の施工能力を評価
優良建設工事施工業者の認定、優良技術者の表彰

管財課

○優良建設工事施工業者および優良技術者（敬称略）

優良建設工事施工業者 対象工事 優良技術者

㈱大歳組（東本町）
明賀池既設堤体対策工事（平成30年度）

鈩
たたらだに

谷　光
み つ お

男
明賀池既設堤体対策工事（令和元年度）

小林建設㈱（東本町）
庄原駅周辺地区土地区画整理駅前広場整

備工事
吹
ふ き の

野　誠
せ い じ

二

㈱大和建設（七塚町） 市道庄原高線（２工区）災害防除工事 池
いけもり

森　誠
せ い じ

治

　

認
定
制
度
を
創
設
し
た
平
成
20
年
度

か
ら
、
㈱
大
和
建
設
は
６
度
目
、
㈱
大

歳
組
は
５
度
目
、
小
林
建
設
㈱
は
３
度

目
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

木
山
耕
三
市
長
は
認
定
書
と
表
彰
状

を
手
渡
し
「
そ
の
高
い
技
術
力
を
、
社

会
資
本
の
整
備
や
、
市
民
の
安
心
安
全

の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　
　

☆ほのぼのネット９月の行事予定☆
とき 内容 ところ

出張相談 ９月 12 日㈯
10 時～ 12 時 妊娠・出産・子育てに関する情報提供や相談 庄原ひだまり広場

西本町2-12-8
☎0824-75-0222講座 ９月 18 日㈮

10 時～ 12 時 あるある講座「こどもの困った」

※参加を希望する方は庄原市子育て世代包括支援センターへご連絡ください。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、中止・延期となる場合があります。

電
子
母
子
手
帳
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
庄
原
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
ア
プ
リ
」

　

電
子
母
子
手
帳「
庄
原
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト

ア
プ
リ
」
が
７
月
１
日
か
ら
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、

パ
ソ
コ
ン
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
育
児

や
仕
事
で
忙
し
い
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

便
利
な
機
能
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
機
能
が
あ
り
ま
す
！

①
市
の
支
援
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
を
案
内

②
記
録
・
管
理

　

▼
妊
娠
中
の
体
調
・
体
重

　

▼
胎
児
や
子
ど
も
の
成
長

　

▼
予
防
接
種
の
接
種
予
定

　

▼
妊
婦
や
子
ど
も
の
健
診

③
妊
娠
週
数
や
子
ど
も
の
月
齢
に
合
っ
た
情

報
提
供
・
ア
ド
バ
イ
ス

　

▼
出
産
・
育
児
に
関
す
る
情
報

　

▼
子
育
て
支
援
施
設
な
ど
の
案
内

④
育
児
日
記

　

▼
子
ど
も
の
成
長
を
写
真
と
共
に
記
録

　

▼
成
長
記
録
な
ど
は
家
族
と
共
有
可
能

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

https://w
w
w
.m
chh.jp/login

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
経
済
的
に
影
響
を
受
け
て
い
る
ひ
と

り
親
世
帯
に
対
し
、
臨
時
特
別
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

基
本
給
付

給
付
額

１
世
帯
当
た
り
５
万
円

第
２
子
以
降　

１
人
当
た
り
３
万
円
加
算

対
象
者

①
令
和
２
年
６
月
分
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

②
公
的
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
よ

り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方

で
、
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
と
同
じ
水
準
の
方

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

収
入
が
減
少
し
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
と
同
じ
水
準
に
な
っ
た
方

※
①
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請
不
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
既
に
送
付
し
た
案
内
文
書
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※
②
③
に
該
当
す
る
方
は
申
請
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
係

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

追
加
給
付

給
付
額

１
世
帯
当
た
り
５
万
円

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
収

入
が
減
少
し
た
ひ
と
り
親
世
帯
が
対
象
。

受
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
２

　庄原市子育て世代包括支援センター（愛称：ほのぼ
のネット）は、安心して妊娠・出産・子育てができる
ように、さまざまな相談に応じ、必要な情報・サービ
スの提供を行います。このページで皆さんに子育てに
関する情報をお伝えします。

【問い合わせ】　子育て世代包括支援センター（ほのぼのネット）　☎0824-73-1214

現
況
届
を
忘
れ
ず
に
！　
　
　
　
　
　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
や
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
る
方
（
所
得
制
限
で
受
給

し
て
い
な
い
方
を
含
む
）
は
、
受
付
期
間
中

に
児
童
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
担
当
窓
口
で

現
況
届
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

期
間
内
に
手
続
き
を
し
な
い
と
、
手
当
が

差
し
止
め
ら
れ
る
ほ
か
、
２
年
間
手
続
き
を

し
な
い
と
受
給
権
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

給
付
対
象
者

◎
児
童
扶
養
手
当

　

ひ
と
り
親
家
庭
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ

て
そ
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支

給
。
児
童
の
対
象
年
齢
は
、
18
歳
に
達
し
た

年
の
年
度
末
ま
で
。
た
だ
し
、
児
童
に
中
度

以
上
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
ま
で
。

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
20
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
。

※
い
ず
れ
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

○
児
童
扶
養
手
当

８
月
31
日
㈪
ま
で

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

８
月
12
日
㈬
～
９
月
11
日
㈮

※
該
当
す
る
方
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

受
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ　

児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
２

各
支
所
地
域
振
興
室
、
市
民
生
活
室

前列左から㈱大歳組取締役副社長 黒谷武晴さん、木山市長、小林建
設㈱専務取締役 小林 護さん、㈱大和建設代表取締役 藤原由雄さ
ん、後列左から㈱大歳組 鈩谷光男さん、小林建設㈱ 吹野誠二さん、
㈱大和建設 池森誠治さん

聞き取りなどが行わ
れました。
　参加者は「感染症
を意識しながら避難
所を運営するのはと
ても難しい。住民が
安心して避難できる
ように、この訓練を
常に意識したい」と
話していました。
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地域の将来を考える 三楽荘×生け花
　高野地域創生事業説明会・7/4 ～ 7/15 　生け花教室・7/11

高野地域自治振興区連絡協議会は、「高野地域創生
事業」に関する説明会を地域の４会場で行いました。
この説明会では、昨年度地域で策定した「高野地域未
来創生基本ビジョン」についての説明が行われました。

このビジョンでは、人口減少・少子高齢化で地域の
持続可能性に危険信号がともる中、地域社会の維持に
向けた構想がまとめられています。今後、定住推進・
人口流出抑制するための実行計画を策定し、地域一体
となり、課題解決に取り組んでいきます。

同協議会事務局の草
く さ た に

谷洋
ひろし

さんは「策定する『高野地
域未来創生実行計画～定住実現５年プラン』に、より
多くの方の意見を反映させていきたい」と話していま
した。

社会福祉法人口和福祉会から、災害時に避難所で使
用する布団などの防災物品が市に寄贈されました。

寄贈された物品は、毛布５枚のほか、敷布団12 枚、掛
布団24 枚、敷パット８枚です。これらは、以前介護施設
などで使用されていたものをクリーニングし、再利用
するものです。

同法人の増
ま す は ら

原豊
ゆたか

理事長は「近年、大きな被害をもた
らす自然災害が続いている。災害発生時に避難所で市
民の皆さんのお役に立てていただきたい」と話してい
ました。

▲下高自治振興センターでの説明会の様子

▲天の川をイメージした大きな台紙に飾られた短冊

№4№5
満開のスイセンを目指して 安全を学ぶ
　スイセンの球根掘り上げ・6/23 ～ 7/12 　交通安全教室・6/24

国営備北丘陵公園「みのりの里 スイセンガーデン」で、
自治振興区などの団体がスイセンの球根の掘り上げを
行いました。

この活動は、庄原市の観光地域づくりの一環として
「花と緑の新たな魅力の創出」および「花と緑のまちづ
くり」の啓発を目的に行われています。

あらかじめ掘りやすいようにほぐしてあった畑から、
シャベルなどを使用し、傷つけないように注意しながら
約 500 個の球根を掘り上げました。

参加者は「掘り上げた球根を植えて、さらに分球し、
スイセンをもっと増やしていきたい」と話していました。

掘り上げられた球根は各団体が持ち帰り、10 月～ 11
月ごろに市内各所へ植え付けられる予定です。

西城小学校で交通安全教室が開催され児童77 人が
参加しました。この教室は、自転車点検の方法や正しい
乗り方、安全な歩行の仕方を確認し、登下校に生かすこ
とを目的に行われています。

まず、庄原警察署西城交番工
く ど う

藤勇
ゆ う た

太巡査部長より、通
学路での注意事項や自転車に乗る前の点検について説
明が行われました。その後、児童はグラウンドで自転車
と歩行グループに分かれ、警察官や交通安全協会員の
指導を受けながら指定されたコースで練習を行い、安
全な歩き方、運転の仕方を学びました。

参加した児童は「今まで自転車に乗るときに点検を
していなかったので、今度からは点検したい」と話して
いました。

▲掘り上げられたたくさんの球根 ▲自転車に乗る前の点検方法を説明

№8№9

行政相談を身近に 短冊に願いを込めて
　行政相談委員の表彰・7/2 　比和ふれあいセンター　七夕・7/3

広島市の中国四国管区行政評価局で、総領地域の行
政相談委員である秋

あ き や ま

山義
よ し は る

治委員が、その活動に顕著な
功績があった者として表彰されました。

秋山委員は、行政相談委員を 13 年３カ月在任、ま
た、行政相談委員で構成する都道府県単位の団体の役
員として７年在任し、市民からの行政に対する要望や
苦情の解決に取り組んできました。

行政相談委員は、毎日の暮らしの中で、行政に関す
る「こうしてもらいたい」「どうしたらよいかわから
ない」といった相談を受け付けています。秘密は固く
守られますので、お気軽にご相談ください。

東城町の三楽荘で、「庄原市文化協会東城支部伝統
文化子供教室」によるワークショップが行われました。

同教室は、毎月第２土曜日にワークショップや作品
展示などのイベントを開催しています。

今回は、生け花体験が行われ、15 人の子どもが参
加しました。最初はどこから手をつければよいのか分
からなかった子どもたちも、先生からのアドバイスで
アジサイやヒマワリなどを次々に生けていきました。

同施設に展示された生け花からは、子どもたちの生
き生きとして元気な様子を想像することができまし
た。展示を見ていた来場者からも自然と笑みがこぼれ
ていました。

玄関前が花いっぱいに “あたたかい”贈り物
　下領家自治会　花の植栽・6/7 　社会福祉法人口和福祉会　防災物品の寄贈・7/13

　市役所総領支所の玄関前芝生スペースで、下領家自
治会女性部を中心とした 26 人が、「総領花いっぱい
運動」の一環で花の植栽を行いました。
　女性部の皆さんは、国営備北丘陵公園の齊

さ い き

木義
よ し の ぶ

伸さ
んから、花の色の組み合わせや、肥料の選び方などを
教わり、素焼きの鉢に寄せ植えをしていきました。ま
た、植栽だけでなく、アーチや石畳も設置されてにぎ
やかな庭が完成しました。
　今後は、水やりなどの管理を女性部が行い、秋には
植え替えも予定しています。参加者は「芝生だけでは
寂しかったので、玄関前のスペースが華やかになって
よかった」と話していました。

　七夕の日を前に、地域住民の願い事が書かれた短冊
や七夕飾りが、比和ふれあいセンターに飾られました。
　これは、毎年開催されている“比和まるごと家族「た
なばたまつり」”が、新型コロナウイルスの影響で中
止となったため、その代わりとして、庄原市社会福祉
協議会比和地域センターや比和自治振興区地域マネー
ジャー、地域住民などが一緒に企画したものです。
　短冊には、将来の夢のほか「新型コロナウイルスが
早く終息しますように」といった、今だからこその切実
な願いが書かれたものも多く見られました。

▲表彰された秋山委員

▲開催された生け花教室の様子
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▲植栽の説明を聞く様子 ▲布団を手渡す増原理事長（写真左）


